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わが国社会主義建設での千里馬作業班運動

ir-?-c］斗斗 λi井手sii オ守主叶lλ↑司 社叶ロト

乏t廿吐－＆－%J，平壌，朝鮮労働党ii：＼版社，1961.一一

以下にね介する文献は，北朝鮮における社会主義鋭＂ fl・

の＇，，d.Iで平， C ;,.ij(Iは［）の：国；i会主義建設つの千111罵

作業別運動』となってし、る。この本は， 1961年 9月ll 11 

1ハ•.·. 17 Fl ,. の i. 'flJJt；、 1、た，｝ 開力lf二朝鮮労働h第

4ド1］｝（会iiG今ll＼）版物の＿＿.; Jとして， '}j・働党ill版社IJ、わu:
間i_, .. ' I h》れ竿t';1;:llr,U芯合大’下0）教t't 6 f，，ょっ .'J: 

さA: 「』7・nと勤ヴ？行十九の学問とすさ時的:fU;Jヤ多少なり
とも IllJJ：，わたふ，，，.二 tと、）らわ μもo，、ある＼－＂；十！”己.：：： ;Ji 

て＇・.''.o j,ilイ干にじ f ゐJlf；；て「千tp馬作業到l」ξいう1',1司、
o > Fli米にJ 入、て前十件［二説明しスオ2く：三｝がよUと ！±U》j
るζL朝住！ t,r :,n会 j：義競小はづーヤにHllfiilニ当附か
ら行fなわれ℃L、たが，ネ｜：会主義的経済形態は，またー｜；楽

部「＇： の：・ T、~， ;t: おれ‘社会｝義競 I•が発lj') j-る広務

が十分でなかった。朝鮮戦争中も，この種の運動は行た

オオ ：ぃt・ .:, .J:I｝的：.：hゆ司されるよ ・・1にな Jた夜、仁

朝鮮戦争以後，段業の協同化が推進され，工業はもわん

ん， l作業t': ；い~－－ ；，社会l義競＇'frの基都が撃 てきf主

）＇！；去られる1957年頃といってよい。 1957年：it，朝鮮戦争

後 l f 人t•」＼f済N川発展 1 カ年＂ I·画j ウ終オ’人 「；｛＼ 1 

次円～年計凶 lの最初の年に当たり，想1958年 8月に：：、

換業の協同｛I；が 1110%に迭するという'I＇；点で点〉る c の

頃， iJ社よ，－i：義日'i°＇は「千！且馬運動」と呼ばれるように

なり，ざりい1959年にい「千平馬作業Jli運動；に発IJ毛し

たζ l千＇I'11;J二＇j ' );iJ！俳古来ん iらめ伝説♂） ,/'Jに！払て

くる名馬で， l日に千I¥!(n7ドのIゴリ｛）を走シと｛ネえら

れ， の,11; lよ：＇ jf比一社会ii義貢f：設し「うと I う

ところから上，i：己のように呼ばれるようにな寸たとし寸対l

てl アJ0 オt1:,11鮮if：ナz,?I会主主主競争tJヴ ニヅ ｛二千l[I潟
作業:fill運動J以後，情的・質的に急速な進展を勺J；し，

「；1¥I次日 年 iltilrjJ 0:1iWJ法成と］＇.） ril年古い始ま》た

「7カ年，；ト同lの経済・社会建設で大:'rt乍役告I］を:¥lUこし
イ I • 
~ .」 O

II 

宏子全体の構成をみるとつぎの各章からなっている。

知 i：章

第2茸t

言： 1奇：

者＇i1章

与）日主主

第“不：

む＇＼ 7京

r昇'.,1,1
千耳1馬rド業班運動の発生．発展
r-rH.a;fド業Flfj主動U・；；’働ll.,卒｛走塁手i向上の必i}] 

tc推j隼力

f lj！＿馬作業到i活動はた衆（r,；経済運’Hのすijら

しい方法

f・ ft！.民作業JiJU,li動はJI：、産主J主教育内学校

千＇I'馬作業所運動はわが党群衆路線の偉大な

II存幸lj

f 号U.！ ~f'I 業沼運動をより拡犬発展公ぜる止め

の課業

u F各f;'i:プとに九てし、〈こと土する
1. まず第1幕の冒頭につざのようなヲ｜用がある。

「r1u潟i'i業斑述！日jはヲ J ，が勤•＇）；’者·t: r，の労働と生／,f；；に

一大転変をもたらす新しい群衆的革新運動であり，最も

高L形態17)ff子会主義の競＇fr運動IIt 1）であるJ（金日成），

「千；l.l.馬作業班運動」がff：会主義競争であるかぎり，そ

れJ上／逮今はじめとするi出社会主義国」行なJ）れてuる

社会主義競争と，少なくともその本質におし、ては同じで

あと：と考にこよL、だろう 事実務1主主tr本質びj糾明仁当
てられているのであるが，その点’自主社会主義競争に関

す；；）;/,j去OJ研究十二上ってIV］らカベ戸され〈いるところと変

わりナ亡し、と考えられる（注2）。したがってここではそれを

くう点、え寸ー〕とiJ.Ji.め， i.i:[I＿＇「「 IJl.罵｛／！業斑運動」んす最

も高い形態Jなのかといち点；亡焦点をおいてみてゆくこ

ととオる0 斗の点い関して， I J1立も高v、形態Uノ社会主義

競－＂l'i<J＿（動cL ての fE主）.ti＇！業lil［運動0）特徴：よ，その内空宇
と深度，運動の基調とその発展の方法等で明白に表Jllき

;!V いるjと述，、：いろ，ま－r内容L・ 品、てけ， 1°2｛と
技術だけでなく文化・思想・道徳等，勤労者の社会生活

のfぺて♂ぺfl域 f（包括！ておわ，！技討：r ，＼＇•－命JI 一文化 Ii'•-d骨j
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@f;l表（子平＿,If作業J/!j',j{動 ;;1;1勺りは令｝JU1~ ,fl 
(1960年2月末現伝）

i参 加 1主主 )m r称；；を援 11
！作業筑数！人員数 lされた数＂、

48 
'.lO 
3a 
25 
5 

5 
26 

1 

173 

18,20,i 
9,191 
15,104 
9,.J4'1 i 
4,'349 ] 

2,92X 
8,102 [ 
1,599 i 
1,0九i! 

1 1)23 
456 
692 
:)91 
188 

5日
546 
86 
40 

3,481 69,978 

（’注、 (1) 泌動ぷぶ加し，埋ま業tli:河盟1，ノJ定めた規定
に議づL、て「千単軍手作業班称号」というのが援lj.

ざれたfl業珂E，ヂj号令 2度受Ljる政 ！， あり，それ
は「2,11:千坐.H；作業斑」と呼ばれている。
(2) [ ')58 q-'. Ii月キj働党中央委でl作を単（主とし

て食料tJ~ ..火料品などの日！目,1/，工業を拡大するこ

しそ決定しおi!: LこH則。余の企業が沈没された。

これを合J,1962年末で2000余に逮しこし、る。（『き

ょうの中」，鮮』， 1962年12舟号J
(HJ：り； il', ,tJ；国別公主N建設ごの千＇ i＇，潟fl'/'.c、耳E淫
副＇J,l，第2At第2節。職総中央委副［繊細l提供。

1960隼2～8月の則前1

ら加fl''t斑政 方方日人 L¥数

8,481 69、978
3、790 78、712
4,920 109,419 
6,793 I 132,263 

I s,620 : 11s,,106 
I 10, 788 1 221 , 326 

（注 農業協同品目台徐外

（出所〕 第 1表に同 L:o

A華麗bの拡大状。t
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？品 i表に日ll：。

作業:FIE運動」に参加した人々の積極性.(l発性・創造性等

によ＇＇どか，， 1どi/.n能不ぶ向上［てし、みかが述ベムJし

ている仁勤労者の生産に対する上記のような態度は，生

活主将＜＇）機械化・ n:R/J化のよ一一め山長lj意・考案・re籾・ （，
疎化等によ r】て表現される。今一つの分析結果をみると

「1

;Ji: M ・機微
動 ｝］ .化学
院工業
建ぷ・体系
幾 奇書

段f；・文化・保健
交 ，1u ・ 主草紙1
協同凶体・地方産業ω
その／1!1

言↑,6、
口

第2表

その人H数

227,326 
274 OX9 
319,699 
35ιι27 
；対7,412

j選j拡大状況

・，；，』flft業斑数！

10,788 
13,484 
16,887 
19,721 
22 082 

(ll'ifJI) 

'・ L 馬:i1, ) 1,1,j t:,j !,: t.ょlも♂｝ あるとこ－;JT.. いる

｜校体J,,,,,. 

b隼（j'I, ,i, C .• lたJJ.,.l一導人；るこ e:i・、二よ て， 'I ，歪をJ｜ を
附：I均：伊φi寓μ）’労働ノ｛二J相生セ，色、速に i~品めゐこと，また「y:_

J ヒ，y.：ん｜に才• .・cu 例人 lj義.r11c+ f正・存jf4:,f'lJf
動＇k名eel）怠議u> ,j,1二銭存ずるい「早いeJ 11il、思組合小官

JI 店主~＼ ＇忠、犯l・教氏、ノ身l二｝十r:－：：，ふと万三れぞれ
I：要介i付寄ペポJるo ／）ぎ仁、土運動げ， r i繋！壁一jと、う点で

あるi,', これ＂~，川、」（土明確な指摘はない。しかし「文

化革命 と ぺ勤労一ょの ι：ぅ，・，ゆる＇I活告（(I点を包j,f,Fる

うにぱったとい号ことは深度合ボすものと考えてよいだ

》う t ：，番I；，「運車＇ ） 「・JtYUf いてペそれ心計ま＇：

んど工業部門に｜投られていたのが， tj-i（二工業部門だ：ートむ

よく i:"』＇.， . ,;Jc i記・班十f,j・R11'・教ff・保健・手IJ'：・文学

．公術・体育学：あら：.）：，る部門にわたって燥開されるもの

とな J き1ー と＼ふり， M後；、 運 ji}ift緩め！；法J: 

hいーと特徴的なこと（土， If月閣の解決に当fニ〉て解説.J見

＇）ご：ニ＇11（【：.＼｛，ピー1• －弔 r，υ：的 h•f. と；1,,t主義，＇：：；相互／ i ＇劫iご主主

づい亡集団的に行ナ什ラれるてとゃある。三れらの諸点に

l一最 ir,'6t，什f；：，ム ll二バーしたけ会主.N競手！ 特ti＇（乞求人

1: ／二日（｛第 iγ~Jノ JI人J'伐をfごしてい 7，ひ

2. 〉主唱しL泌2牟は三／）ゾJ.tl甘からなってし、る<J (1）千＇I!.

.＇.吋F耳＇，flf.逓，FIJ,＞発l(と， ('.'I「・f.llXCIノド業J,)i)i_i動σtJ、大発践

であるつ（1）においては， 1959年「千It!,馬作業庇運動」が

往生i（ま 、 194:'i~ド以f｛ ~l；朝主下：.~；tot, ノ｝社主ー主義競・1,

がどのよ引こ発展してぎたかが，解放後の時期j(1945～ 

19），中iJ鮮if民主のII¥J!/J (1同O～：，；； •, : ¥ ＇，年計 Ii刊の1持！日i

(1954ヘー56），第1次5カ年計闘の時期 (1957へ 60) C政3)

);c：：＇， ブれl .•ll'i 期（＇）i'f済fi'J・社会的背景土とも l二衛書官i-

士とめられている。つぎ？に（2）では1959年：i月，降仙製鋼

l斤の附f,'illl:'1,'<Efi＇人々が；千 H'.n.；作来日［運ifri1 を発起
して以来，どのように浮及していったか，またどのよう

ーこそ＇ 111符イJf実 1 二か， ~' G, r万働ぜirj：央委ii会， 4改

定総｜斤J:Vol （ぷ「1!1.W＇；働組作 d、全！kl総織）：ぺどれ上うrsYz 
,i;IJを＊たしたか等0),12,I二〆）＇，、 c，よL体内’Jな事例4とお IJj: 
.Uc＂.・，：，述＇. :,f.L 1、るζ ニセ： こ），' ；，のλ町、；二い・t:.,.

わふれることはできなL、ので，ただこの運動の発展状況

を示に三， : : > J表 ！，・Jh.す 1、！る ): tこととめ， ノき＇er;{,
へ移り／二い。第1‘4, 5の各主主では「千111馬作業Fir運
i地l/' ~＇. tこ 1 ごい三役古ιパ.H体rr：三分が れイ台、る
3. ?.iH草では労働生皮能率を｜向上させるうえにおい

C, 〕運Ji))＇.：ど＇ : lj f i与［「L、九ん tとL、；ことう：

べつの，＜：，＼から分析，'c(Jt-Cl、る。 :l:-f第 I節では「千fi!馬
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: : 11io11. I.、rI ill仁川咋 l業 l凶“j一也＇：／；名，.， /: '・ I件 ｛司 令 ili'/1,i｛と努jlドカU、i）司、防10JJ1；宇，／山労働組織..p改折、

..• fi lljヵ：・！勺見予iょっ川 ιj -.. ）巡f!J；三公！JilこV 向、 (410'.'tベノ特別I［‘ t［，；：主を組織すY，技能・知識をイ本仰さOJ・

トjl,Ltり会主i: fニ!ill()(! iflすDfOJ/il;Jll/¥Jの！』tW仕入円j止 ることて：f・cあるυ ℃してこれh0）＇訴｝.＼i土｜勤労務六時とな

: :<.1j4 {'I二j主 可~－＂，＂r,・.,・, l二り i件乙 11:'l，む・ 7さIr]·.•：な lt ぺ川とか ；（~符Jljiの三人j hーし？とい.・.l,（；、集約＼ Iじも

弁こr：’年 てL7 o ご 0）員十川、♂，－，；二、切迫（））¥;'.j.t路釧， る 予 γ第 2 節， ~3 節は具体的にはどのよう l：してノ1・

])Jl！，機械｜：場，トヮクター｜：場等わ」そノヤ；OJ'j',:ff!J：、.;l, 1tとd、；義'l'ffl!!c'J「j土人Jk~i」：·； ＇にのカ・ということ、あふ J

発1. • {¥-l'i'fto l件程＇ i／壬 、； •：て L る。 ～て：J'.・2 それは 1'1'i1(Uf: bぷl;ilι と ifk］お；係算：l,l]jべふる！約、）！＇

；，；：•；，よれ・乎PE ＜：集日11'11.j な／,fiJ)Jに上っ rtiur:!i:・ 1(,JとしてL、ゐ 11'1川長制！というのは，以前ある特定の人が行なっごい

というニとに， J ＇，、て己、める｛〉 「千出馬作品長到｜湛｛jJ！は， たHH長 ~f)f員全員がえ替心行ならも！りであ之）。 当fl':.J,i[ 

優秀.，＇（，’j) ~－＼.，（ .J:t[:1;1；の下｝手＇ iil織、 1L;.·t践（ヘ＇it f三！のJIilI；司， jのJI.JII；司中fり主嬰il標守u工， 1れゲ.｛L♂）J1 

J,lfl二主・，てrけーひたし既存作業班ぞれn体で終日！的本 体的条件の中モ研究されねばならないとされ，また班長

相fイピ起こJJ うにした」ーとトJ君！火 li:."J：：ぬぷ ii:~ ＂＇ム：！ご /J）性格に代、くは yの 3うfj,J5べ：・，,r-Lているゾ 「当11'C

. iJ, .こj!,1打者 I ,;IJ. l共下I,・・)H 1'1Jのよ川こしヤバ：,f, l宅 i七 釘J，，が予定を｛？な ；・！ il")j間（戸、 .FJl"lflの f「般(l'J・jト業4処理（

[ii］内）（＞（lf' /)) I・ .V〕；二協か1－九jrいv、う相lll；採助， Ji；川＜01r,1 たとしてし，か;j1が作業脱事業全体［こ対して， l唯一の災

.I士が•］甘｜斗 1Jrr(it e > ift本主義社会トJコ（.，匂競午、こ士、＇ ；－るけ；会 f干／1と1c, fr政（tら長任有負うことu（・会 Jよい 常正ri'li
・l i迄ti」＇，0）百し＇f,c.，；，白越ii'::L 強，（,l :,IL、4、7. き P 't Fe' l宝f拘4ミJQJI/¥Jにオ，；＇こつ－，て、 4、般的広fr業に対しぺ＇ ;f旨導． 勾

1、M(Jなrfi＇肋乙）)f遥位1ず1：；土 l巴L、y、い人，J
」j毛i吋に ￥，・；、 7七111:－.~一j 'J寸－ノ...t：，二 i、人々；＇， .・;/t.一：L 0 ,11:tJ基3’f

》♂／1;Jfr、 盈 ~ ' ' ｝自llliiiリ‘】，1.φ・，、，；， 'Ji:どcfi'.i丈1て指iiい 1由i附＇（而と i宅縞11'.{f而志J対比するガ法jγ、行なわれ噌ニれJ才〆

1のle自IJ；；＇よし v：じ‘ i,iJI！＼；二＇.，＇）’山、九九：fij)笠と仮!JH1jからl}:J :/ J ／（うニ土によ－，て，（1）労働問問の介深的平！J/T], (2）製1¥111

id］解決Iノ方広士事tI /11・：こと，.・だと υJ/ .. ：よあ（）， ,l, 。／れのI(りi二，川原れ｛汚質基準Oi｛！巳下，（4）物fiの節約， Y

土 1' i>'f'[.:0 ；義会｜と’、〉誕tfl~が t門品工作；1fljl;，〆＇lミ t二 i 九一 め効果かあげてオ〉打、さらに「｜人Jifii係1;l制」を「伺人採

いると＇.イ，；！ してL、るυ 政後（土技術・文化水到I¥0) !11] i；ト二よ 'ri ,hiJJ (It 4）と結合させていると斗んも現われていると J、
’u逆手宇 l .,1;,1 J二二段JlるJ,t川（，：，，る。技術・文fl.;j；、司i •;;i,J ;/ ，），，.る 以上ン；第4中の慨略、ある｝こ土 fも:20:c;i!i＇.、

l；左t 無：':'1色下六な＼ -1局紋技能工・ :It,技能Tl，ピ主主成 与例が取り上げられているが，全部が違う作業班という

い持が高ト技術知識た身iこつけるニと－c-ある。 r r・ 111 :1，けではなく，同u作業的がj,,f反か，習1Jo,1(1jか，可zt, I 
•• ：作＂i'jl：運;I'.,J 0. ' 環！二して ｝こr;,y，望動：i、JJU1：設'I/;/) ：ナ：・.Jレ＇.，ことコ：あと Jo

1，り］犬＇ ，.り f刊山内！？利用十る三と，労働組織の改誇， tin 5. 第3章第41まではこの運動の主要な内容をなして

比／J人民の約小等生’L可能にすることによっ ιJljl五能率り1:,1 いる l,¥:&J.l(0) 1,1,1輪J(}) ふ方であ旬「J支術.＇1＇；＿命j／；：中心4

I Y-1i' 1，寸 》ニーで ιフン－，：ンが＂！ 'J:l'J，）；土'ftll,1場 ・1 i:, .. ・c ＇・、とこ。与： is,;rどは残る‘｝jの紛で.t・，之J文化革命

・ビ二 ジ ン作業別九六土じめ， j!LJ-) 0）具体例があげ人 が二t：－；二なっている。「文化革命」とは第 1章でみたよう
れ－e_，， 、ふ》 ：」 i主化・ ,Ill、翌！ . ・＇か，，，；等勤労者ぃ tJあら，J，るiir,f;領Miを包λ

1. ,J4 i .. J:.4j,'1:.',j》よい ｝苦手 は た衆（（；品王 !' ，，，，..新式意味LC ＇，、fニ。 「千~11 馬作業班運動J はそのよて

済巡併 のtJがよという観収から｜千f¥l守馬作業班運動」が めの学校としての役；l討を果たしているというのがこの草

扱jJれてし、ふν 「大衆的経済遅？？」とも、）の（t，労働f; ♂ii＼代fあり、 tsi；にそU；教TIH存：つL也亡の：：n1主IT'i.t:
J、衆fパp＂（接 i1＇業管＇＇！！. lこづt，仰す.：＇.，こ J：であ／，，， :・,¥ I矧（［ 教'ffのJi/;去γ.［対すl，第2節， 3節のべつの節かlらなー〉て

それがれ：会下:.i1UJ；会［、二特｛II工ニとであること，またな・l.f 1、Z>oまず教育の内容において緑も強調されて・.，、るの以

,c_i1.(J、J一Cl、允乙 tに＇，仏土い ＇！ こと J 八て0)

rt',叙f主l：中 C,Jこ！；. 亡 t：り，：：；； 4 fffj エ Fよ f 一－ f；ベ：）：，＇＜＇，戸11.，： 慨J~主 ｛に：：おける反円ノtJレチザンのH笠史泊畠ら， 「不屑の闘；主i

1ゾ1,,1::「千q：’j芯（ノIJ長州j宝動lとO)i民1併ア：が抜才 ，；しこL、之JC, i了 r 1，』l；よ，（l'J相互，＇， J助IJJ1'11'd生」等合学ぶ.：：.と℃仏り，そオL川

」－.：：・f1’； lirN あ，：山れ ,z, (Q越正、今］. ニニ：二よ て .i:・ .Y(' 重要：i役＇，＇;tiを果よ二LKいるうの，l立す工f開lにわ7 ' 
l,jfi[JO. i{¥fr三p, 4t'.':・cはいく〆〉かの々があげに;JL二 ζ指摘されている。つぎに第2節では教育方法のーっと

いお。一，J/.: オ, r ,, (1）作業の訂11!11化水J'¥1'C'>1!,1L l己）企五、の 1乙 ! i'il11'ドj模：liltのちに 今般｛ヒ iがJ,m.さ！てL、る
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と1述， ：＇：，オ いJ. ,, I l'f:,i二的快；l'liJ: ；多Ji;tl:Zfl＇、

，，.，チ .， iン0,)j＇正'1:けノ中γJぇJ/L, まt初J鮮戦争tおける人

民軍の闘争や戦後0）鐙設の＇ t＇からも数多ぐ求めるてとが

己主それには主たf匹1人的なものや集団iのなものがある

1. V、；／ •,iL-' 、る l こ）I.は； f二f三i(L：こJjf夫といろ／ヌナミi主な

〆•＇）,1、今，｛ j，，］時一伴 tてトると！サ乙だ＼う こ7

したことが定要視されるのは「人間を教育ナるhはず7

いもの，不正なもの会暴践し，批判ずるJだけでは不卜

;j'でf】り， 十う たフ；陥ゥ；現しれれ～yように， 「11えも1Ji

Jい）I;産 iJもf.!!:il. ,J識三武比Fらーと がhiも前要三
考えられているりめ v同あi',.，ぎて教育をhな行場合，ヌ

れが集団的［と行なわれており，そのことがなぜすぐれた

刀法二工芝lj力ゐよい h こ！てが第3ffiJ•.)J々五でマ〉る。集団

i'/J：こr立育「；，irな：と！、うことtに .. w,ff団り成［lが.11
に教ヌfい， ＇学瞬、：合うことであるが、 これは「同性｛ド1桁

任援助」の原則にかなうものであり，（1）［＇］分の欠陥を明

II~：にま［むことか :.C':Tア，， （己）他人を責める目i）にまrn分I})
1／省t• 必、要 L：な ., ＇；：大吟の人々 。 J芯え J反 l付：－0Lる，

(4) －＇）の問聞の解決 i-~ i：っJ もあ方面れら取り判iみj巳

速に解決することができる，等のすぐれた点をもヮてい

uと＿：＿：)'L - 'v、る。第；；節ω工集団的教育いおし、てとのよ
.. 1 tu.＇！.：こi'.:Iu：を払わi,i王IじらJ三l、カぺこも＇ ：及I てしるr
6. ｜千f]l馬fr業玖還ま雪山よ才，.うて党官！衆路線，；＇体太 trMr

利」という表題でもわかるように，第6方E0f土朝鮮労働

沌の「群衆路線」がιの運動の中でどのように貫かれて

ョるl＇・れと Lうこと J：述J らjLてしノJo f君手来路線」（

ついイ：；.r A:衆プr教泊る l':,J-・ ＇.＇な〈，大 lムT均九学＇. J ,• 

いうことがその基本要求であって， 「大衆から学ぶとい

会ことほ’応）あ，JrJ::, b活動で大衆のすばらしい実践活動

1二基円 l、ィ、る｜ここでhり， 「大衆を教え之Jとむう」

どは什政弘〕本Tへとぞの単行}j途プf大衆ー二解Jt.1.：.：：：透ι

その貫徹へと大衆宅ピ組織動員すること」であると説明士

Jしている。ーの「群衆路線」と「千I.fl馬作業班運動」と

1菊＜＇1'.；）：：紀（月さlLて る戸， i：工べここ）プは必要.）：な？、

土忠、）,j l,；ちしJで行略斗る

7. 1901年から「7カ年計問Jを始めて！、る北朝鮮

は，ーの運動をより拡大し，発展させてゆかねばならな

が， モIJ! ／こd: ど Jよ〉な！日j垣見守残さ：／：てLるゾJかJ

うーとえと故後 ＇）第 7主主；まとめ つZ そvt中で， 11)

組織の指導事業の強化，（2）指導上におけるごつの傾向，

Jなわt，運動の神秘化と遥動の行政化による上からの抑

i ＇：）［」を山 Jl,Fソこと，＇： i＇職：＋＇.： I司聖！や民 i’f間f.j;f；：党とk
Wtをl/i.h；ミI".,,'t；ーとなどこ／， （－υ青f下決J王子・.・，特！'Iで、 l：うる敏
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感 ：：＿，， ,ft包極性，大！jll_性等をノ！＝.かして運動での先進的役割

を来たJこと句等ずJ：重現な二と七し「指摘ミれζいろ。

以I二が竺の奔の主嬰／£内容勺あろ。

Ci宅1) ふつう「社会主義競争Jという言葉が使わ

れるが， jと，主Jj票）： （・は「11：公主義の競争巡動」 「社会主

点差章 ！（•運動 i 当、（／）言 ·t t 1吏 t•れている 「社£，主点競

や」（±競争それ自体とその競争を広める辺jWJCの一つ

の側i位lをもっているが，特にそれを区別して｛f用して

いるトではとよし、上う三あら。

(t七三） 凶去の萄p：仁成＇t':I・こノいては， )5もに i「；円訂

経済学小辞典』 f昭和34年，岩波注店）の「討《主義下

の社会的労働」（海道進〕を参考とした。

（注：｛） Y第 l次5力.：，二げi丙i' は 1957、61;I三の r定
で始められたが、実際にやt3 "I＇・足りずご ）＇:fi Jれよと

いわれている。したがって1960年i±すでにつ＇ fの計耐

の準備段陥とぎれていたが， ここでは1960年までの運

動がttU)hC 1,、るのご使，＇（ l:I %0 ;Iこまで上した。

（注 1) 例入採'O も•JJ とし・ 1 のは先 1:r_· J'iドjなとごろ

で取り入れられているもので，まだその例jも4、なぐな

いと考えられ，厳密にほどのように規定されるものか

川らかで乙、か‘ここではーソの｛仰をあげてれこ＇） 0 

子安北道新義Ji[にある被II,'／工場の iべ・ノン／ノレ2這

千.1E/.it作業雌」では， 「例人傑算制力一ト」そ作り，

1¥-々 。労働省か臼己の生産計画の遂行状況・資材の消

・／＇（状況等主， i己入Jるυ 自分のt＼金tI臼分と討はしf'I業

の五I・阿Jおがと各l電消・N基＂＇＂の i設定にもま2矧し，作業の

総｝，~ ・ ,1'1寸!Iiを行なう。この結果「職工長」 「記録員」

守， L在校生iH<にタッチしていなかった人か不要となり，

二れ完全ヨ場仁 般化するこ.＇ fごjっと。 40:i，名υJ人

が，｝行機N産 i計ii吋へ王わるこ〆ができる上うにな、た

とし、われている。

lll 

近年北朝鮮さ出版される新聞・雑誌等には「千但馬作

業fi［運助 iに関すろ論文.i心事が数多くあ之，。 iか Lそ

れれは， との性質i：どうしでも→時！日J.少数0）事例！：二j袈

られてし主い，長い期間にわたる運動を多方面から分析

することはな：汁じ正いない。それをなしえたおそらく唯

一ーの文献と l.C, Jのト！？はit務先トの礼会i二五競争を知［る

う去で欠く士とのできt，：いむのであ，L 少にこJLとは違

「た性質のものであるが， 『司；，.1ロドトoJ『l:＊号』（『千＇fl

湾作業HI.運動J, J官業Pl盟出版手I.,19fi0）がある。これは

19山年HJl 22 fl, 十主喜一、開／J寸uご 「全国-f"li罵fl業Jh運



1964040063.TIF

一一一一一…一一一一一一一一一一一一ァ一一一一一一一一覧 料……””－－－－－’

iliJJJi:駅長大ぶJ(frなつに金11成0,(,ii説，機業l"l盟，1，央 F' ,; ！文依利iJJ召パ；〉運動 i ニザハ、てλ ふと仁？主！二~t,JiJJ鮮カ＇ t;

£員会：NlJiコ報｛＼，宮川者f討市；u'liiを収録iFこも）な かltて！、た具体的f仁諸条件 一長期間の被植民地、南北

上記の文献とともに重要なものであるり手n文のもの勺は 分断‘朝鮮戦争によ∞極度の破域等々’ーの中d灯、lc.' 
〕 l＇）主t•FIJ ！こいつ」る＂；；文，＇ Y:I 係，， L' 事，＇， iくj／）占tt’雑，L：二 オ1A d { i, t＇，な L,j'!_ ；＇，うことを，＿，＿［ 1i然、山ことJ仁／）：： ,f-j'Ji_: 

~よーl の，：ur鮮』~（外調文出版封、月 1・IJ 、があるそ てffミi"t－.，，、。

0）他13本でU:I杖さオした単行本，雑誌等て却もいくべ，hニjl （調査研究i'ii：東7 ／ア，J/,JJ至宝 舷 JI j;', .> 

p扱ぺl ーし＇ .）＇あ〆Jが，ここで主何取する 長崎：こ h 

アフリカの土地慣習法の構造

一一アジア経済研究シリーズ第48集一一

向山道夫総

#!1軍総 ,,(,a 

第 l節 土地保有制度の経済的・社会的・政治的議要性
第2iii r：掲民仏、のu血保）Jに r,u1るiii近0）］＼~族ρt上（！'!N.巣
土地耕作権・放牧権・樹木所有権

第3i!ii ／）住民土地保有詣ljl立のliil'iE動1；，）と砂If.：：方iよ
アブリチ1／））＼住民土地保有制度の研究の動向・ア 1リイj除住民土地保有制度・O.！研究方法

第4ii:'i 川会愛子IJとIJむ保｛l と O.• ，，＇.，悦i
第5節 γフリカの土地政策
.'J'lt政令）背！？・一II也i改ttの訪1：司題・土地政策の基本ii'）方向l

第2章 ニャヰ サ旅～一種族的事例研究 (11

第 1iiト ｜［然航・社会内条件
地形と沿吊・人口・耕地形態と耕地規模一一

策2l'[J ;,1 会構造
一「「家族集団と親族組織・年齢階梯日I］村洛組織・政治組織

第3¥iii i）地＇n習法
ι 家族構成員の土地に関する諸権利体系・土地保有と社公構」訟とめ！対係・土地相続tn行・ 1じj,1］股
牧地の中fr・樹木Fliイj権？）慣行、

第 4節社会変動に基づく土地保fl詰lj肢の会；化
士J也相続悦行の変更・村長の土地；こ対ずる権限の強化・村務共同体の構造の変化・保有地の分
骨？と細川、イヒ ー

与13育高1,;iトン；’族一種I，！，的：j1）例j研併（2)

第1節 臼然的・社会的条件
に／ガijc団の起源と品不・ト ザラ v ド0）地形・人r1 

第2節社会構浩
キ「4存共r,,j :t 

第日節親族組織

第 Ii，；；政治組織
第ふ白L L 地 ili百法
土地に関ずる1託行と制定法との関係・土地慣行と耕地不足の現象・土地保有形態・生産と消費一一一

第 4単ナfジェ jア ー一地域内事例研究

第 l)!Ii ！イ：： r リ f コ歴•）＇ の概観
一一 IEI植民地・！日保護領・信託統治i長
第三滑 I.地此取の政治的竺義
第；1節原住民の土地保有休系
一 叶1'.的作品主・土地v・ 関す巧ノ権不IJ・義務の分析・管長の土地に関する権限・倍長と土地との関係・
家五と＋地どlノ関係・土地保イi告の1者利（）>it的Vi絡・ iて地以有1mJ1ー ← 

t.≫ 4節 原住民の土地相続の社会規範
: .•l パ供、の恥がL規！む・イド族ノ）桐絞院範・北部地域0J111続規範 一

治 5ff:むすバ
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